
政府では、「21世紀のふさわしい学校教育」を実現するとし、

総務省ではハード面・情報通信技術面、文部科学省ではソフ

ト・ヒューマン面の実証研究を行い、児童生徒1人1台の情報端

末による教育の本格展開を検討・推進しています。

これらの政府の動向を踏まえ、自治体主導で1人1台の情報端

末による教育の情報化に取り組んでいます。

教育の情報化にあたり、普通教室に1人1台の「タブレットPC]、電子黒板とも呼ばれる「インタラクティブ・ホワイト・ボー

ド」「無線ネットワーク」「クラウド」の4つのICT機器等を導入し、すべての教科・時間において、ICTを利活用した授業がで

きる環境が求められます。

これらのICT環境の利活用により、授業の変化として、「情報量の増加」「時間の短縮」「見える化」が挙げられ、学校現場の

教員の指導の自由度を大きく高めていると評価されています。特に1人1台の端末情報により、児童生徒の考え方が瞬時に教員お

よび児童生徒間で共有でき、思考過程を見える化することが可能になります。また、児童の変化として、「学習意欲の向上」

「コミュニケーションの活性化」「情報リテラシーの向上」が確認されています。

ただし、ICT機器等の導入にあたっては、ICTの技術動向やコスト、セキュリティに加え、「教育の情報化に係るICT環境の特

性」と「学校現場での利用上の特性」を踏まえ、ICT機器等に求められる機能や要件等を検討する必要があります。

サービスメニュー X-X
サービスカタログ

教育分野におけるICT導入計画策定支援
コンサルティング

教育の情報化に向けた政府の動向

教育の情報化に求められるICT環境

【教育の情報化に係る検討項目】 【教育の情報化に係るICT環境】 【教育の情報化による効果】



お問い合わせ先

１人1台の情報端末による教育の情報化の実現にあたっては、現行のパソコン教室と比較し、児童生徒数の増加に伴いICTに係るコストが増大

するとともに、全普通教室にICT機器等を設置するため、導入期間も要します。そのため、パソコン教室のリプレース等と併せて、教育の情報化

に向けた段階的な構築・移行のための計画策定が大変重要になります。

富士通総研では、教育の情報化に係る国のプロジェクトで得られた知見・ノウハウを活用し、「ICT環境に係る安定性・柔軟性・安全性の確

保」「学校における自律的運用の実現」「導入・運用コストの低減」に配慮した計画策定および導入・運用支援を行い、持続可能な教育の情報化

を推進します。

教育の情報化の実現に向けた段階的な構築・移行

株式会社富士通総研
公共デジタル戦略グループ  E-mail: fri-pds-webmaster@cs.jp.fujitsu.com 

〒144-8588

東京都大田区新蒲田1-17-25 富士通ソリューションスクエア

富士通総研の強み

教育の情報化に関する富士通総研のコンサルティングの特徴は、次の通りです。

【教育の情報化に向けた段階的な構築・移行モデル案】
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